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Ⅵ お わ り に
現在，社会における急速な環境の変化を背景に，保育に対するニーズの多様化が挙げられる。
こうした背景の中，保育者の専門性を発揮するとして，文部科学省（2012）「幼稚園教員の資
質向上について」30）の報告書の中には，教師に求められる専門性が記されている。それは，幼
稚園を取り巻く環境の変化の中における幼稚園教諭の専門性とされ，その専門性とは，幼児の
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表1 教科目の教授内容 〈科目名〉と〈目標〉
〈科目名〉 子どもの理解と援助（演習・1単位）
〈目標〉
1．保育実践において，実態に応じた子ども一人一人の心身の発達や学びを把握することの意義につ
いて理解する。
2．子どもの体験や学びの過程において子どもを理解する上での基本的な考え方を理解する。
3．子どもを理解するための具体的な方法を理解する。
4．子どもの理解に基づく保育士の援助や態度の基本について理解する。
発達の理解はもちろんのこと，内面も理解しつつ，保育を構想する力が必要であることとする。
また，幼児が発達を遂げるためにはあらゆる機能が関連していることを理解し，環境を通した
総合的な指導ができる力を備える事である。そして，養成・採用・現職の各段階において，資
質向上を目指し学び続けることや，その姿勢が求められているのである。
これらのことから，総合的指導を実践するための子ども理解として，個々の子ども理解と集
団理解，そして幅広い生活全体への視点をもつことの重要性について整理された。そして，時
代と共に保育の情勢はめまぐるしく変化している中，養成段階において保育者の専門性という
ものを形成していくための課題として，今後の授業展開についても改めて検討することが必要
であることが挙げられる。子どもを理解し総合的指導のもと保育をすること，またその視点を
もつこと，そして，その素地を作ることが養成段階に求められている。そのためには，各々が
実践しながら学び続けることや，その基本の姿勢を身につけていくことが保障されなければな
らない。保育者が日々の保育を振り返ることや，共有し語り合うことが不可欠であることと同
じように，養成段階においても，保育というものを多面的に見たりとらえたりすることが重要
である。そうした学びを積み上げていけるような授業展開を可能とすべく必要があることが明
らかである。養成段階においては，保育者の専門性を方向付けながら保育者の素地を磨き，専
門性としての技量を高めていくことを目指し，筆者の今後の授業展開の再構築につなげたいと
考える。
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